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若年者（15～17 歳）用 

「地域福祉に関する市民意識調査」のお願い 

刈谷市と刈谷市社会福祉協議会では、多くの市民のみなさんに参加していただきなが

ら、障害の有無や年齢などにかかわらず、家庭や地域の中でみんなが安心して生活が送

れるように、地域住民・ボランティア・福祉に関係する人たちと協力して、「自分や家族

が住みたい地域を自分たちで作る地域」、「地域で困っていることを自分たちで解決す

る地域」をつくるにはどうしたらよいかを検討しています。 

この調査は、15歳から17歳までの若いみなさんの中から無作為に抽出した1,000人

を対象に実施しています。みなさんの率直な意見をお聞きして、地域福祉の計画づくり

に活用したいと考えています。回答は無記名であり、集計結果は公表させていただきま

すが、個人が特定されることはありません。ぜひ、みなさんの率直なご意見をお聞かせ

ください。 

調査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますようお願いいたします。 

令和５年１0 月 

刈谷市長 稲垣 武  

刈谷市社会福祉協議会会長 杉浦 芳一 
 

回答期限 令和５年○○月○○日（○） 

《ご回答にあたって》 

● この調査票は、あて名のご本人のお考えでご記入ください。 

● 令和５年１0月１日現在の内容でご記入ください。 

● お答えは、質問のあてはまる番号に○をつけてください。 

● お答えが「その他」にあてはまる場合は、（  ）に具体的に書いてください。 

● ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒に入れ、回答期限までに投函してくだ

さい（切手不要）。 

● この調査票での回答のほか、Web回答も可能です。右の二次元コード 

又は下記URLからWebページにアクセスしご回答ください。 

（/ダミー/） 

Web回答をされた場合は、調査票の返送は不要です。 

▼ 問い合わせ先 

刈谷市役所 福祉総務課 総務係     ＴＥＬ：０５６６－６２－１０１２ 

担当 川井・金原     ＦＡＸ：０５６６－２４－３４８１ 

電子メール：fukusou@city.kariya.lg.jp 

刈谷市社会福祉協議会 総務課    ＴＥＬ：０５６６－２９－０８８８ 

         担当 磯村・鮎澤       ＦＡＸ：０５６６－２７－０６７８ 

電子メール：soumu@kariyashi.jp 

ＱＲコード 

ダミー 

二次元コード 



- 2 - 

 

はじめにお読みください・・・ 

 
 

 

 

みなさんは、「福祉」という言葉から何を思い浮かべますか？ 

お年寄りや障害のある人などが困っているのを助ける、という「福祉」を思

いつくのではないでしょうか？ 

しかし、本来の「福祉」という言葉の意味は、「しあわせ」なのです。 

みなさんの住んでいる地域を見渡すと、お年寄りや障害のある人のほかに

も、子育てに悩んでいる人、病気の人など、不安を感じながら暮らしている人、

また何らかの助けを必要としている人がたくさんいますが、誰もがみんな「地

域で幸せに暮らしたい」と願っています。 

そして、私たちの住んでいる地域が「幸せな地域」になるためには、市役所

では手の届きにくい部分（見守りやちょっとした助けなど）を、地域に住んで

いるみなさんがお互いに助け合い、支え合っていくことが大切です。 

このように、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域福祉とは…？ 

誰もが幸せに暮らせる地域であるために、皆さま一人ひとり

がお住まいの地域にある困りごとを「自分のこと」としてとら

え、「幸せづくりの担い手」となって、みんなで支え合うこと

が「地域福祉」なのです。 
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Ａ あなたの年齢、ご家族などについておたずねします 

  あなたの年齢は、令和５年10月１日現在、何歳ですか。（○は１つだけ） 

１ 15 歳 ２ 16 歳 ３ 17 歳 

  あなたの性別をお答えください。（○は１つだけ） 

１ 男性 ２ 女性 ３ その他 

  あなたは現在同居されている方はいますか。 

１ いる →問 4へ ２ いない →問 5へ 

 あなたの世帯では、次のような方が同居されていますか。（○はいくつでも） 

１ 小学校入学前の子ども ３ １８歳以上の人 

２ １８歳までの人  ４ 65 歳以上の高齢者 

  あなたの居住地（自治会別）は次のうちどれですか。（○は１つだけ） 

わからない場合はお住まいの町名をご記入ください。 

１ 刈谷西部 ９ 桜 17 泉田 

２ 刈谷中部 10 井ケ谷 18 築地 

３ 刈谷東部 11 東境 19 小垣江 

４ 元刈谷 12 西境 20 高須 

５ 熊 13 今川 21 半城土 

６ 高津波 14 今岡 22 野田 

７ 小山 15 一里山 23 東刈谷 

８ 重原 16 一ツ木  

※ わからない → 町名（                ） 

地区を判別するため、野田町にお住まいの方は字名まで記入してください。 

 

Ｂ 福祉教育などについておたずねします 

  あなたはこれまで学校やボランティア活動などで福祉を学んだことがありますか。 

（○は１つだけ） 

１ ある  → 問7へ               

２ ない  → 問9へ    
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問6で「１ ある」に○をつけた方におたずねします。 

  学んだ前と後で福祉についての意識が変わりましたか。（○は１つだけ） 

１ 変わった    

２ 変わらなかった    

３ その他（                             ） 

問7で「１．変わった」に○をつけた方におたずねします。 

  どんな福祉教育が意識を変えましたか。（○はいくつでも） 

１ 高齢者との交流 

２ 障害のある人との交流 

３ 保育体験           

４ ボランティアや障害のある人など当事者の体験や講演会を聞くこと 

５ 教科書や補助教材など     

６ 体験を通じた当事者理解（車いす、アイマスクなど） 

７ 災害・防災に関する体験や講義    

８ その他（                                 ） 

  あなたは、世の中には、障害のある人に対して、差別や偏見があると思いますか。 

   （○は１つだけ） 

１ あると思う  

２ 少しはあると思う   

３ ないと思う        →問11へ     

問9で「１ あると思う」「２ 少しはあると思う」に○をつけた方におたずねします。 

  あなたは、障害のある人に対する差別や偏見を解消するためにはどのような取り組み

が必要だと思いますか。（○は１つだけ） 

１ 障害や障害のある人への理解を深めるための情報発信（広報紙・ホームページなど） 

２ 障害のある人との交流 

３ 福祉施設での体験学習（車いす体験、手話、要約筆記、点字など） 

４ その他（                                ） 

 

Ｃ 地域意識についておたずねします 

 あなたにとって身近に感じられる「地域」とは、どの範囲ですか。（○は１つだけ） 

１ 隣近所 ４ 中学校区 

２ 自治会 ５ 市内全域 

３ 小学校区 ６  その他（            ） 

→問9へ 

→問8へ 

→問10へ 
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  あなたは、友達以外の近所の方とふだんどの程度おつきあいをしていますか。 

（○は１つだけ） 

１ 家を行き来するつきあい              ３ あいさつをする程度のつきあい   

２ 立ち話をする程度のつきあい        ４ ほとんどつきあいはない 

  ご近所の方と話をしたり、家を行き来したりするなどのおつきあいをすることについ

て、あなたの考え方は次のどれに最も近いですか。（○は１つだけ） 

１ お互いに相談したり、助け合ったりすることはとても良いことである 

２ お互いにわずらわしくない程度は必要なことである  

３ なくても困らないので、できればしたくない 

４ わずらわしいことが多かったり、必要性を感じないので、したくない 

５ その他（                           ） 

  あなたがこの１年間に参加した地域のイベントや活動は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 子ども会活動               ７ 障害者施設などでの行事 

２ 地域の運動会               ８ 公園や道路の清掃 

３ 主に近所の人が集まる祭り         ９ 地域の廃品回収やバザー 

４ 市が行う祭り（わんさか祭り、万燈祭など） 10 地域のスポーツクラブ 

５ 保育所などの行事（夏祭り、バザーなど）  11 参加していない 

６ 地域の老人ホームなどの行事        12 その他（          ） 

  あなたは、地震などの災害に備えて、どのようなことが大切だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

１ 自分のことは自分で守る          ５ ボランティア活動  

２ 家族や親族とのつながり          ６ 住民と行政との協働（※） 

３ 友人や知人とのつながり          ７ その他（             ） 

４ 地域住民とのつながり            

※「協働」･･･同じ目標を達成しようとする者同士が、各々の考えや行動の仕方が違っても、 

お互いの特性を活かし合って協力すること。 

 

Ｄ 地域福祉活動についておたずねします 

  あなたは、今までにボランティア活動や地域の支え合い活動に参加したことがありま

すか。（○は１つだけ） 

１ 参加している         

２ 以前に参加したことがある   

３ 参加したことがない 
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  あなたは、今後ボランティア活動や地域の支え合い活動に参加したいと思いますか。

（○は１つだけ） 

１ ぜひ参加したい               

２ 友人などが一緒なら参加したい         

３ 時間ができたら参加したい          

４ 機会があったら参加したい 

５ 参加できない 

６ 参加したくない 

問17で「５ 参加できない」または「６ 参加したくない」に○をつけた方におたずねします。 

  参加できない、参加したくない理由は何ですか。（○は１つだけ） 

１ 興味や関心がないから           

２ 恥ずかしいから             

３ 活動の内容や参加の仕方がわからないから  

４ 自分の生活のことで精一杯だから       

５ わずらわしいことが多いから 

６ 報酬がない・少額だから 

７ その他（             ） 

  次の活動の中であなたができることや、やってみたいことがありますか。 

（○はいくつでも） 

１ ひとり暮らしの高齢者や障害のある人への声かけ 

２ ひとり暮らしの高齢者や障害のある人の買い物やゴミ出しなどの手助け 

３ ひとり暮らしの高齢者や障害のある人の緊急時の連絡や対応 

４ 児童館などでの小学生などとの交流   

５ スポーツクラブなどでの小学生などの指導 

６ 福祉施設での手伝いや話し相手    

７ 点訳・朗読、手話通訳などのコミュニケーション支援 

８ 寄付や募金への協力         

９ 特にない 

10 その他（                                                       ） 

 

 

 

 

 

 

→問19へ 

→問18へ 



- 7 - 

Ｅ その他 

  あなたは、刈谷市社会福祉協議会（※）を知っていますか。（○は１つだけ） 

※「社会福祉協議会」･･社会福祉協議会は、地域福祉の推進を図ることを目的とする団体であり、社会福祉法     

に基づきすべての都道府県・市町村に設置されている、営利を目的としない民間組織です。 

 刈谷市社会福祉協議会では、地区社会福祉協議会や福祉委員会などの住民による地域活動の支援、ボラン  

ティアの育成や活動支援、福祉教育、共同募金、福祉の相談、障害のある人や高齢者への福祉サービスの提   

供などを行っています。 

１ 名前も活動内容も知っている →問21へ 

２ 名前は聞いたことがあるが活動内容はよく知らない   

３ 名前も活動内容も知らない 

問20で「１ 名前も活動内容も知っている」に○をつけた方におたずねします。 

 刈谷市社会福祉協議会に求めることは何ですか。（○はいくつでも） 

１ 福祉に関する情報の発信と提供 

２ 児童や生徒に対する福祉教育の充実 

３ 社会人に対する福祉教育の充実 

４ ボランティアなどの地域福祉を支える人づくり 

５ 住民による地域福祉活動の支援 

６ 様々な地域課題に対するための包括的なネットワークづくり 

７ 困りごとのある人に対する相談体制の充実 

８ 介護保険や障害福祉サービス事業者としての機能強化 

９ 特にない 

10 その他（                             ） 

  あなたは、あなたの地域の民生委員・児童委員（※）と活動内容を知っていますか。 

   （○は１つだけ） 

※「民生委員・児童委員」･･･住民の立場にたって、地域福祉に関する相談、支援を行う方。 

１ 人も活動内容も知っている 

２ 人は知っているが、活動内容はよく知らない 

３ 人は知らないが、活動内容は知っている 

４ 人も活動内容も知らない 

 

ご協力ありがとうございました。 

→問22へ 


